























































• レポート課題を出さない ⇒ ますます、まともな文章
すら書けない（！）大学生が・・・。




































































































































































































Cf. Letter to Robert Hooke
15 Feb. 1676 (5. Feb. 1675) 
Correspondence of Isaac Newton, 
Vol. 1, p. 416
Isaac Newton
1643-1727
“If I have seen furthur, it 
has been by standing on
the shoulders of giants.”
28
周知のことは書かない






















































6.  3 ～ 5 を繰り返して、論文を膨らませてていく。場









































































「なぜならば、 Y だからであり、Y のと
き X だからである」（根拠）











































































• DropboxやSugarSync, Google Documentなどのオンライン
ストレージサービスに、ファイルや資料を保存しておくと便利。
• LaTeXなど、数式の組版処理や、レイアウトが美しく整った論
文・著作の作成に向いた文書作成ツール。
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参考文献
• 戸田山和久、『新版　論文の教
室　レポートから卒論まで』、
NHK出版、2012年。
• 著者は著名な科学哲学者。教師
と学生の対話を交えた、 くだけ
た調子で書いてあり、内容も高
度ながら、読みやすい。作文ヘ
タ夫くんの成長物語に、読者は
感情移入がしやすいだろう。
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参考文献
• 木下是雄、『理科系の作文技
術』、中公新書、1981年。
• 理系向き、とりわけ実験科学系向
きだが、文系にとってもおおいに
参考になる。少し古いが、内容は
衰えていない。座右の書として、
是非手元に置いておきたい本。
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参考文献
• ウンベルト・エコ、『論文作法』、谷
口勇訳、而立書房、1991年。
• 著者は『バラの名前』で一世を風靡し
た著名な小説家であり、記号論や中
世・ルネサンス研究でも世界的に知ら
れた哲学者。
• 人文系、とりわけ文学や哲学系向き。
本格的な卒論を書きたいなら、これ。
読んでいるだけで、研究意欲がみるみ
る高まっていく本。
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参考文献
• ハワード・S・ベッカー、
『ベッカー先生の論文教
室』、小川芳範訳、慶応義塾
大学出版会、2012年。
• 社会科学系、大学院生向き。
社会科学者にとって、書くと
はどういうことか、文章表現
のセミナー教室での体験をも
とに書かれたユニークな本。
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